
2026年 9月27日（日）9︓30～13︓00

TKPガーデンシティPREMIUMみなとみらい 神奈川県横浜市西区みなとみらい
3-6-3 MMパークビル

9月20日（日）

セミナー内容

/東京/神奈川

九州歯科大学 総合診療教育開発学講座 准教授  吉居 慎二先生

九州歯科大学 歯学部 生体材料学分野 臨床講師  駒形 裕也先生

歯科医師
歯科技工士

（デンティスト・テクニシャンサークル）

無 料
（同伴3名まで無料）

￥4,000(税込)
100名

日常臨床で遭遇するさまざまな症例を提示しながら、CAD/CAM冠・エンドクラウン・PEEK冠の
適応と選択基準について解説する。PEEK冠については、その力学的特性や接着時の留意点、形成
および調整のポイントについても紹介する。本講演を通じて、科学的根拠と臨床経験に基づいた
合理的な材料選択の考え方を共有し、日常診療に直結する実践的な知識を提供したい。

「利益設計」という新たなコンセプトのもと、各診療でどの程度の利益が生まれているのかを具体的な
数字を用いて可視化し、対策について検討する。さらに、保険診療における利益確保の重要な選択肢と
なるCAD/CAM冠・エンドクラウン・PEEK冠などの修復治療について、どの治療をどのような症例で
選択することが臨床的・経営的の両面から最適解となり得るのかを考察する。

CAD/CAM時代の修復戦略 
～症例に応じた材料選択とその臨床応用～  

保険診療におけるメタルフリーを考える

金属高騰時代の修復治療戦略
～利益設計から考えるデジタル修復治療～  



保険診療におけるメタルフリーを考える


